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釣師としてカンペキのス!釣味の表情もここまで 
タイル、松；癌蝣錄さん，| くれば.小林茂さん 


-» ほ—ら、ジツとがまんして、 
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つていた。 

"畏寿〃といラテ— r > を追いかけ 
なか5、実は〃生％そのちのの価 
值観を問ろ' 奥行きの深いフ IPS 
となつたょうだ。 

本 

$きの深さでは、 V 典家•田 
邊喵一氏にょる「老い」の逢作が 
光つていた•同氏は老人や農忖を 
テ—マに作品を発表してきている 
フリ—•カメラマン〇 
「年老いた朗や手に， f 刻まれた 
シワの I 本 I 本•シミの一つ一つ。 
老入たらとの出合いをくり返す中 
で*私はそれらがこの上なくいと 
おしくな「ていた•そして美しい 
とさえ恐つた。それは彼らが生き 
た証しであり*生きる辛さをのり 
越えてさた SE しであつた❶いや • 
今もなお生きようとしつづける-^ 
間の a しだと思えたからだ」 



写典展の他に介通用品展示 n 
—ナ—•老人サービス亊業紹介， 
相談コ|ナ|、《»器利用指4’ 
老人 ft 紹介など盛りだくさんのィ 
ベントで•来場者の興昧をひいて 
いた* i 



田邊氏がこう雜る•老人群像 V は 
寡黙だが、静かに班りかけてくる 
人生の•通赛低音 < を聪くようだ ♦ 


加えて万世 tt 老阐 • 
砂川阑，至滅ホームによる1老人 
ホ—ム老人作 DgK / さらには「老 
人による 7 ej 丁研ぎサ—ビス」も万 
世敬老 Is 研ぎグル—ブによってお 
こなわれるといつた多彩ぶり • 
このフ X アの呼びかけにの 
あるところに光がある。老いてな 
お嫄く生•とあったのが印象的" 
，生命*歌•を“赴らかに，「たいあ 
げよぅとする立川青 iiK < mpfr に* 
立川市、国立市，武*村山市，棗 
大和市らから後援かあつたことも 
付 se しておこう•このフェアをど 
のように発展させるか，11^会議 
所の庭力に期待は大きい • 


好き嫌いの問題では、ない。 
高齡化社会は加速度をつけて、 
現代を覆おうとしている。 

おちえば、人類は S 寿をどんな 
に2んできたことか。そして日本 
人の寿曲は年をお^ごとに伸 
び輓けてきている" 

•5れしい反面、いろいろな問題 
が33てきているの 4 P 琪吴。 

ここに K をつけ C 立川 ft 年会 S 
所は、去る10月11日*12日の両日 
ffti 会フエを關催(於. 
ウィルホ—^}、各方面に反«をよ 
んだ。なかで！ P 、 老人問 H の専門 
家、さらには若年) ■ の<^8が§ 


い写 
IMUefKO 


出会いと 

永いおつきあいを大切に • 
哲さまの狂らしを 
お手伝いしま X 


_ ^ 
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今 n の表紙『菊花 J はべ 

r \ * lMr . t ^ kt . ^ ^ 9 VUMT1Q ^ . 


はべ 

つに佐翳さんの個人作品と 
いぅわけではない❶立川菊 
花爱好会々長として、マィ 
クをむけてみた。 

「会に入れて頂いて、11年 
目です*展示会となると、 
いつも K 张し 
ますですね。 
研究，努力の 


al 



ほかに•運* 
がモノをいぅ 
んです。審査 
の日に咲き過きていたり、逆に問 
に合わなかつたり•去年，*眯さ 
せて項いたのも♦好運のたま t の 
です」 

«正な物•味が人柄をあらわして 
いるよぅだ n もつとも•元は小学 
校の先生とか • 

表紙の菊は#前が‘/®管哎阑窀 
白雨 y 中はどが「問安岸の虹」じ 
やないですか•と即座にえてく 
ださる，さすかあ。 


•巧 


*具如苑だょり 
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菊%る秋と申しますか.も 
しかすると、今月の贵方は典 
如苑で*るものを®じるかも 
しれません。おでかけドさい。 
■日時 11CC16 日( 1 ) 

午後2時から4時。 

■郵本尊、具如宝物館のご案 

内をはじめとして映_など盛 

〇だくさんの用意がしてござ 

います。 

■立川市民(成入)に限らせ 

て«きます。 

■お申し込みは「えくてびあ 

ん•コンパニ 

オン J (本誌を 

手»してくれ 

~人> へどぅぞ。 
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一年はど前の冬のことです"友 
人が開腹手術を受けました。万が 
一の状 is にさえならなければ、命 
に別条のある手衔ではありません 
でしたが、医者にとっては厄介な 
手術だと間いていました。幸い T - 
術は成功しました。 

ftR 後、友人のご主人から、経過 
が順辋なこと、彼女の心身が安定し 
たことなどを M いたので、さっそく彼 
女の顔を a に行くことにしました。 
山内美鄉 

立川の 花© 水仙 

木枯らしの吹く寒い夕方でしな 
街は殺風 S で寒ざむしていました。 
そんな中で花®の店先だけが，華 
やかに一?かそぅに*冷えびえとした 
暗がりに浮かび h がっていました。 

まだ食べ物が食べられない彼女 
のために、15のこらない愉快な本 
を三冊.はかり，兒铒いの品として 
持ってはいましたが•何だか急に 
花を H いたくなつて•その花！？に 
入つて行きました • 


溫度や湿*を一定に保つている 
のでしょうか•ガラス张りめ部堪 
の中にはバラやランなどが荚しさ 
を競うょうに並んでいました*そ 
のとき、ひときわ甘く優しい香り 
が私の体を包みました。それは、ひ 
と抱えの水仙の放つ香リでした。 
水仙は安充りの ft 札を突き 4 HJ され 
1て も、 そんな こと 
_にはおかまいな 
•» く，誇り高く気 
品あふれる??9 
を漯わせていま 
した。 

御 a 舞いに香 

りの強い花は向 
いていないと知 

りながら、私は水仙をひと振り、 

ベ * y 卜の上で笑っている友人に洩 
しました•ホ仙は.1«のうちに 
病院の陰氕な*奥さを甘い香りの 
中に抱きしめるように吸い取って. 
知らん联して彼女の胸に抱かれ、 
波女の呼吸に合わせてかすかに描 
れていました。 



U 美郷作品が放送刺に … AAJ 

本达連紱中『立川の花 J の山内 
美郫さん、こんどは Affr 食卓の 
エッセィ j (新潮文啄版}が NHK - 
11.\1でドラマ化決4*"板谷令+さ 
んの脚本で • ll n 5 £n から全 9 N 
で放送されることになつた❶关.郷 
さん，新分野へのはばたき！ 
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さまざまな実りを- K _ 足に迎え 
た秋も終りに近づきました0そろ 
そろ冬の予 © に淋しさを®じ今の 
ぅちに寒さをしのぐ IK ごしらえを 
しておきたくなる食欲の晚秋であ 
〇ます◊冬の寒さをこ.之る為か苷 
から立川ではさまざまな行亊があ 
りました e 

$まきが終ると fiS を析願して 
うどんを太く打ち短かく切つて粥 


に入れた「どじ#っ粥」を ft ベたり. 
11月9 H には#箱に笹の菜を欷き 
ボタモチを九つ人れた「亥の子ボタ 
モチ」を恵比寿^ H にお供えしまし 
た a ふかしたおこわを商盛りにし 
てお瓸付さの魚を添え患比#さま 
大供さまにお供えしたのが 11 H 20 
日の®比#嫌です。いづれも I 所 
IB 命<»いた後の実りの秋にふさわ 
しい行事ですね。こぅしてみると 
それぞれが來たるべき冬への準備 
なのですね。何かィソッブ物語9 
の「アリとキリギリス j を思い出し 
てしまいました••日本人の昔から 
の冬仕度の知*;にはただただ®心 
するばかりです❶茁上山の頂きが 
白くなりだすといよいよ冬の到来 
です。準備はよろしいですかな。 


丄州クィズ 

なに気なく歩いている『北 □ 駅 
前広場歩进ラ—舖装なのを御 
存知ですか"ここはある曲をモチ 
丨フにした没計です•その曲とは、 
@ベ—卜—ベンの r 田圃』 

② シュ I ベルトの「鳟』 

③ 山田耕作の1からたちの花 j 


{墨クィズ ra « 

9月号の石に描いた似顔絵、おぼ 
えていますか？多くの応募を項4— 
したが、驚くなかれ，正解者なし • 
間違いやすいところでは大山* 
晴さんが鈴木健：さん ( NHK ア 
ナウンサ I )に。山城新伍さんの 
「新伍」が 「 gj に。 

•しかし本誌では正解に一番近い 
次の方に，残念寅*八角费時針》 
をさし上げることになりました。 
服部朋子さん(立川市銘 «]> 
おめでとうございます" 

氺10•月•号•の 

〇425の市外一^ a 多窄地区 
の«轱加入者の増加と共に昭和 36 
年122::230にスタ|卜しました々 
答えは②です0 

〈〈工房から》»»»> 

• あなただけにソッとお教えしま 
すけど、今年の 12 〇: 12 日から 18:0 
までの一遇問•本誌主催により写爽 
搣-べスト立川人邡』が駅ビル「ウ 
ィル 9 FJ でおこなわれますよお • 
籲この1年，ユニ1クな话@で立川 
人たちの眼と心を愉しませてくだ 
さった人たちの功繽を一同に 
激え•もう I 度•立川人の悦びにし 
ようという考えで' 立川では初め 
ての試みですが•思い切ってやら 
せて頂くことになりました。見に 
米て下さい。•たとえば、今月号の 
*街角の醣，にご登埸いただきまし 
た石坂浩二さん"今年もまた、 
まをトキメクスタ—たちが案外お 
おく立川におみえになります。そ 
ういう方のご tft 力も®けることに 
なっています。•有る程の菊 m 
げ入れよえくてびぁん 

(_m •-胄木«和 s 恨子加 fflt 孑»山漘孑 
mllfff 田中«子9田 It 子矢 ffllR 
|芎|||天»政*言田 fi 名ュタジ<269 
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代表作というわけてはない，通して 
「すみれ/ルリ子に似てる、との3も' 
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画家•石坂液二さんのご登場で 
あります•画伯の作風は二科展な 
どでおなじみ、妖夔な女を描かせ 
たら右にでる者は…。作品もさる 
ことながら、画伯その人の人気た 
るや只今沸鼸中•そもそも S 家の 
サイン会というのも珍しい。会埃 
の\^|」_|7椹には早くもクロヤ 
マの匕トダカリ◊押すな押すなの 
パー|ック状®、会塌を9唯に移し 
て、どうにかこうにか。ひと目で 
いいから n — ジさんを見たい、と" 
ちなみに画伯は偉優も兼ねておら 
れ、加えて近ごろ物価推 S という 
興才にも世の注目をあびている 


1この坊やめ将来のた 
めに/ぼくのサイ 
ンなんてそんな…」 





じょぅだんの I つも V 
いながらスラスラ ツと 
走らせるベンのお II 事 



















